
まちの話題

年かかりで鮮やかに開花５ 東町産業開発で地湧金蓮が開花

奏楽の醍醐味たっぷり
鹿大学友会吹奏楽団公演

みな話術で会場沸く巧 宝くじ文化講演会

　東町産業開発株式会社で、同社に勤務する田淵チド
リさん（母良木）が自宅から持込んだ地

ちゆうきんれん

湧金蓮が開花
し、社員や来客者の目を楽しませました。
　中国雲南省原産でバショウ科の地湧金蓮は、横から
見ると黄金の蓮の花、真上から見ると太陽のようです。
しかし、これは花ではなくて包です。花は白くてとて
も小さく、包と包の間にたくさん咲いています。
　田淵さんは「これは３代目。株分けするのが難しく、
咲くまで５年ほどかかる。花が好きなので、もっとた
くさん咲かせたい」と話していました。

　川床小学校体育館で９月６日、鹿児島大学
学友会吹奏楽団による演奏会「長島公演」が
開催され、多くの地区民が来場して、吹奏楽
の醍醐味をたっぷり楽しみました。
　演奏は午前 10 時から約１時間続き、時代
劇などの懐かしい曲から若者向けの歌謡曲、
子どもにおなじみの曲までレパートリーが広
く、来場者の心に響くすばらしい演奏会とな
りました。
　同吹奏楽団は、毎年この時期に県内各地の
小中学校で演奏会を開いていて、今年は団員
70 人が、川床コミュニティセンターを宿舎・
拠点として、北薩地区を５日間11校にわたっ
て訪問しました。

宝くじ文化講演会「板東英二のがむしゃら人生」
が 9月 6日、長島町文化ホールで開催されました。
当日は、約 500 人が会場を訪れ、テレビやラジオ

でおなじみの板東英二氏による高校球児、プロ野球時
代に活躍した貴重な体験談に耳を傾けていました。　
　板東氏はテレビ番組の舞台裏などの話で笑いを誘
い、会場は賑やかな雰囲気に包まれ、大盛況のうちに
終了しました。

↑迫力ある演奏に魅了された会場

↓太陽のように包を広げる地湧金蓮

↑宝くじの助成を受けて開催された講演会
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